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象の解明に資するため、 Ni 基超耐熱鋳造合金の中で基本的かつ代表的と考えられる lncone1 713 C 
について、その溶接割れ現象を冶金学的な面から実験的に研究を進めたもので、 6 章からなっている。
第 1 章においては、 Ni 基超耐熱鋳造合金の溶接性の中でも溶接割れ現象をとくに重視しなければ
ならないことを述べ、この割れ現象を解明するためには、この種合金の基本的かっ代表的な合金と考
えられる lnconel 713 C の溶接熱影響部の溶接割れ現象を究明することが基本的に重要で、あることを
指摘し、本研究の出発点を明示している。






第 4 章においては、この白色相について冶金学的な考察を加え、この白色相が Ni の固溶体とγ相
との共品反応により生成されること、微細白色相と塊状白色相とは形態は異なるが同一の相であるこ
と、 γ相形成元素 (A~ 、 Ti 、 N b )の増量とともにその生成量は増すこと、また C含有量を増
とその生成は阻止されることなどの新知見を得ている。
第 5 章においては、前章までの実験結果ならびに考察に基づき、本合金の高温割れ感受性を改善す











たものである。すなわち、 Incone1713 C の溶接熱影響部に発生する溶接割れに着目し、その割れの主原
因が結晶粒界に生成されている低融点の微細白色相であることならびにこの白色相はNi の固溶体と
γ相との共品反応生成物であることを明確にしている。
また、 AP 含有量を低減させるかあるいは C含有量を増すことによって白色相の生成は阻止される
ことおよびそれに伴ってlncone 1 713Cの高温割れ感受性は大いに改善されることを確認している。
さらに，lnconel 713C の高温における機械的性質についても検討し、クリープ・破断強度を重視するな
らば、 Inconel713C の高温割れ感受性を改善する方策として C を増すことが有効で、あることを明らか
にしている。
以上の研究結果は、溶接冶金学の発展に寄与するばかりでなく、工業上にも貢献するところが大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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